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青空と婦と産業のまち昭和町

12月9日竣工式・10日オープン

町の温水フ自ル
みなさん、お待だせしまし定。いよいよ舎月の10目、待望の昭和

町立温水プールガオープンします。この温水プールは、総合会館の

温泉を利用して水を温める室内温水ブールです。

水深は全身を使う理想的なスポーツと言われています。まだ、 2

階にあるトレーニングマシンでは、どなだでも自分に合つだ強さで

安全lこトレーニングをすることができます。

さあ、身近なこの施設で、自分自身の健康づくり体力っくりをし

てみませんか。

田
(町の人口)

男 6，691人(+ 7) 

女 6，329人(十 4)

計 13，020人(+11) 

世帯数 4，421戸 (十 2)

1992 11月1日現在。()内は前月比

No.182 町の鳥=ひばり

町の花=れんげ

町の木=乙女椿

l温水ブールオーブン 2.3p 
ふるさとふれあい祭り・・・・・・・・・・・・・・・・ 4・5p

第 4次町政モニター.......................6p

お 秋の球技大会・……・・・・・・…・…………… 7p

予保育園の入国案内 8p 

雨下精シリーズ 9p 

容みんなの広場…・・・……・……… 10・IIp

l- 附保健衛生だより一-…・・・・・…・・・・……..13p 

12月のこよみ・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14p 
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9日竣工式12月10日オ-フン
健
康
・
体
力
っ
く
り
に

田
宮
古

町
の
温
水
プ
ー
ル

② 平成4.12.1広報しようわ

い
よ
い
よ
オ
ー
ブ
ン
の
町
立
温
水
ブ
ー
ル
。
十
二
月
九
日
に
は
俊
工
式
、
か

行
わ
れ
、
十
日
か
ら
は
み
な
さ
ん
に
ご
利
用
い
だ
だ
け
ま
す
。

一
階
に
は
、
二
十
五
メ
ー
ト
ル
六
コ
ー
ス
の
メ
イ
ン
ブ

i
ル
と
、
滑
り
台
、
ガ
付
い
た

子
ど
も
用
ブ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
天
井
に
は
開
閉
式
ド
ー
ム
型
ト
ッ
フ
ラ
イ
ト
を
使
い
、

広
い
窓
ガ
ラ
ス
と
合
わ
せ
開
放
感
あ
ふ
れ
る
空
間
を
つ
く
り
だ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

冷
え
た
か
ら
だ
を
温
め
る
採
暖
室
や
、
サ
ウ
ナ
、
浴
槽
も
あ
り
ま
す
の
で
、
疲
れ
た
か

ら
だ
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
で
し
ょ
う
。

二
階
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
は
、

工
戸
口
バ
イ
ク
を
は
じ
め
各
種
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
マ
シ
ン
が
あ
り
ま
す
。
全
身
の
体
力

ア
ッ
プ
に
、
美
し
い
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
っ

く
り
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
な
ど
巳
も
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
こ
家
族
そ
ろ
っ
て

ご
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

g ア

「二コ
図書館

昭 和

役場

品口
亡コ
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ど
こ
に
あ
る
の
?

役
場
・
総
合
会
館
の
東
側
で
す
。

-
利
用
時
間
は

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

正
午
ま
で

午
後

一
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で

午
後
六
時
か
ら

午
後
九
時
ま
で
(
四
月

か
ら
十
月
ま
で
は
、
午

後
九
時
三
十
分
ま
で
)

以
上
の

三
部
制
で
す
。

午
前
の
部

午
後
の
部

夜
間
の
部

-
お
休
み
は
い
つ
0
・

。
休
館
日

年毎
末週
年 月
始 日程

日

祝
日

-
利
用
料
金
は

午
前
・
午
後
・
夜
間
そ
れ
ぞ
れ

h
F
滑
り
台
付
き
の
子
と
も

0

ア
ー
ル

深
さ
は
刊

m
で
す
。

お
と
な
(
高
校
生
以
上
)

三
百
円

こ
ど
も
(
小
・
中
学
生
)

百
円

幼
児
(
小
学
生
未
満
)
五
十
円

で
す
。
こ
の
料
金
で
、
館
内
の

0

ア
ー
ル
・

サ
ウ
ナ
・
ト
レ

ー

ニ
ン
グ
マ
シ
ン
な
ど

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

O
マ
シ
ン
は
お
と
な
だ
け
の
利
用
で
す
。

-
利
用
は
回
数
券
で

ご
利
用
の
方
は
、
館
内
の
フ
ロ
ン
ト

で
十
枚
つ
づ
り
の
回
数
券
を
購
入
し
て

く
だ
さ
い

。
お
と
な
の
回
数
券
に
は
、

二
枚
の
サ
ー
ビ
ス
券
が
付
き
ま
す
。
町

内
の
方
は
、
回
数
券
で
の
利
用
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
利
用
の
際
に
は
必
ず
回

数
券
を
お
求
め
く
だ
さ
い

。

-
町
外
の
方
は

料
金
は
、
す
べ
て
三
倍
の
金
額
に
な

り
ま
す
。
入
口
の
自
動
販
売
機
で
チ
ケ

ッ
ト
を
お
求
め
く
だ
さ
い

。

h
F
各
種
ト
レ

l
ニ
ン
ク
マ
シ
ン
を
配
備
す
る
卜

レ
ー
ニ

ン
グ
ル

ー
ム
。
大
鏡
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
自
動
販
売
機
は
、
町
外
の
方
が

使
用
さ
れ
る
チ
ケ

ッ
ト
の
み
販
売

い
た

し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

。

-
館
内
に
は
何
、
が
あ
る
の
0
・

一
階

。
メ
イ
ン

0

ア
ー
ル

二
十
五
メ
ー
ト
ル

六

コ
i
ス

O
子
ど
も
用
。
フ

l
ル

滑
り
台
付
き
の
浅
い

0

ア
ー
ル

O
サ
ウ
ナ
・
浴
室

一
度
に
十
人
程
度
利
用
で
き
ま
す
。

O
採
暖
室

冷
え
た
か
ら
だ
を
暖
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

二
階

。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

l
ム

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
な
ど
各
種
最
新
マ

シ
l

ン
が
備
え
て
あ
り
ま
す
。

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
が
で

ま
た
、

き
る
広
さ
で
す
。

』

F

シ

ャ

ワ

も

完

備

。

と
な
り
に
は
サ
ウ
ナ
・
浴
室
も
あ
り
ま
す
。

。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル

l
ム

-
利
用
上
の
注
意

-
小
学
生
未
満
の
幼
児
に
は
、
保
護
者

の
付
き
添
い
が
必
要
と
な
り
ま
す

0

・
夜
間
の
小
学
生
の
利
用
は
、
保
護
者

同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

-
プ
ー
ル
に
入
る
と
き
は
必
ず
ス
イ
ミ

ン
グ
キ
ャ

ッ
プ
を
着
用
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
一

階
の
フ
ロ
ン
ト
で
も
販

売
し
て
い
ま
す
。

-
プ
l

ル
サ
イ
ド
に
は
、
本
着
を
着
用

し
て
い
な
い
と
入
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

水
着
の
上
に
衣
服
を
着
用
す
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。

tziL-

二

階

平

面

図

砂
町
内
の
方
は
、
こ
ち
ら
の
フ
ロ
ン
ト
で

回
数
券
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

階

平

面

図
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各
地
区
手
づ
く
り
の
み
二
し
ゃ
山
車
で

子
ど
も
パ
レ
ー
ド

くす玉割り町長あいさつ泉

う

町
を
あ
げ
て
の
1

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
、
が
、
十
月
十
日
押
原

中
学
校
々
庭
で
盛
大
巳
開
催
さ
れ
ま
し
だ
。
こ
の
日
は
、
お
よ
そ
八
千

人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
嵐
じ
た。

祭
り
は
、
子
戸
も
た
ち
の
ほ
た
る
太
鼓
に
よ
り
幕
を
開
け
、
干
個
の

色
と
り
ど
り
の
風
船
が
空
高
<
舞
い
上
が
る
な
か
、
開
会
式
、
か
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
時
舞
い
上
が
っ
た
風
船
、
か
、
神
奈
川
県
秦
野
市
ま
で
届
い

芝
と
、
同
市
在
住
の
上
村
政
子
さ
ん
か
ら
お
電
話
を
い
だ
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
パ
V
l
ド
で
は
、
「
笑
う
セ
ー
ル
ス
マ
ン
」
コ
ミ
ツ
キ
l
マ
ウ

ス
L

な
ど
、
n
〈
口
地
区
の
子
ど
も
ク
ラ
ブ
手
づ
く
り
¢
め
こ
し
ゃ
山
車
が

会
場
を
練
り
歩
き
を

た

い

/

「
夢
宅
配
便
」
ピ
エ
ロ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
続
い
て
l
f
押
原
中

学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま

υ

• 

• 

④ 広報 しようわ

v 



〉

• 

• 

楽しかっ

• 

• 

I 

--ー-.ょ金沢明子さんには泉町長から花束が

ふれあい
歌謡ショー

in昭和

l満員御礼

た
。
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
は
先
日
、
新
潟
県
で
行
わ
れ
た
第
五
回
関
東
マ

、1
1
l
S
E
i
-
'

ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
一ス
イ
バ
ル
・
パ
レ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
の
部
で
見
事
銀

賞
に
輝
き
ま
似
た
。
祭
り
の
当
日
は
、
そ
の
す
ば
ら
し
い
演
奏
を
披
露

し
、
集
ま
(引
た
み
な
さ
ん
か
ら
盛
ん
な
拍
手
を
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

本
町
出
費
の
田
中
よ
し
ひ
こ
さ
ん
の
ミ
二
歌
謡
シ
ョ
ー
、
豪
華
な

賞
ロ
回
、
か
用
意
さ
れ
た
お
楽
し
み
抽
選
会
に
続
い
て
は
、
祭
り
の
メ
イ
ン

西
村
知
美
さ
ん
・
金
沢
明
子
さ
ん
を
迎
え
て
の
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
ほ
、
金
沢
明
子
さ
ん
に
「
新

F

K目
頭
L

を
叡
っ
て
い

だ
だ
き
、
そ
の
款
に
合
わ
せ
み
な
さ
ん
に
踊
っ
て
恰
」
だ
き
ま
し
定
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
花
火
大
会
で
は
、
恒
例
の
打
ち
上
、
は

秋
の
夜
空
を
彩
り
ま
し
定
。

金
沢
さ
ん
の
歌
に
合
わ
せ

「
新
昭
和
音
頭
」
を
踊
る
み
な
さ
ん

河
東
中
島
の
「
笠
お
ど
り
」

ぷ"_~..r'.

ピエ ロのパフォーマンスフィナーレを飾る花火大会

⑤広報しょうわ 平成4.12.1



町
で
は
、
第
三
次
町
政
モ
ニ
タ
ー
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
十
月

一
日
付
け
で

新
た
に
二
十
四
人
の
み
な
さ
ん
を
第
四

次
町
政
モ
ニ
タ
ー
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

こ
の
町
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
み
な

さ
ん
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、

町
政
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
、
町
政
の
運
営
に
反
映
さ
せ

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
六

十
一
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

第
三
次
町
政
モ
ニ

タ
ー
の
み
な
さ
ん

か
ら
は
、
総
合
会
館
前
の
電
話
ボ
ッ
ク

ス
の
設
置
な
ど
身
近
な
問
題
や
、
町
政

の
円
満
な
推
進
に
対
す
る
ご
提
言
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

』

V

泉
町
長
か
ら
委
嘱
状
を
受
け
と
る

町
政
モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん

第
四
次
町
政
モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ご
意
見
や

ご
提
言
を
い
た
だ
く
ほ
か
、
施
設
見
学

や
町
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
も
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

各
地
区
の
町
政
モ
ニ
タ
ー
は
次
の
方

々
で
す
。
(
敬
称
略
)

西
条

一
区

米

窪π・木宣阿
古
同

冗
木

西
条
二
区

j畢 野 野 津 田 山

俊{呆直慶京

清
水
新
居

%世界人権デー

い
じ
め
・
体
罰
は
、
児
童
・
生
徒

に
対
す
る
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
い
じ
め
・
体
罰
テ

レ
ホ
ン
相
談
(
宮
臼
|
7
1
5
1
)

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

町
の
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
は
、
次

の
み
な
さ
ん
で
す
。
(
敬
称
略
)

西
条
新
田

押

越

河
東
中
島

紙
漉
阿
原

築
地
新
居

自反

日食

可

西

子雄子菰子紀

上

河

東

上
河
東
二
区

望小井飯羽油牧磯磯野泉加山石中海 北塩

藤本原村野爪田

弘文寓今厚勝や繁信昭和貞む和初覚房光
理朝ょ っ

子夫子春子司ひ蔵与 二 代虞み義枝 平子 昭

刀川野部部 j畢月松上島

-
井
口
等
(
包

7
5
1
2
0
5
0
)

・
望
月
朝
徳
(
岱

7
5
1
3
4
6
5
)

・

鷹

野

誠

(
8
7
5
3
0
1
6
)

・

岩

村

通

(
8
7
5
1
2
8
2
0
)

人
権
問
題
で
お
悩
み
の
方
は
、
委
員

さ
ん
に
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
霞
人
権
身
の
上

相
談
所
が
開
設

。
日

時

十

二
月
十
日
(
木
)

午
前
十
時

i
午
後
三
時

O
場

所

町

役

場

別

棟

会

議

室

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

叉
」
い
。

僻開印刷

明ð~J社会を
築〈ために

保護司ë!~活躍

保
護
司
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
専

門
家
で
あ
る
保
護
観
察
官
と
一
緒
に
な

っ
て
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

立
ち
直
り
の
指
導
や
援
助
を
し
た
り
、

犯
罪
や
非
行
防
止
の
た
め
の
地
域
社
会

の
浄
化
活
動
な
ど
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
更
生
保
護
婦
人
会
八
名
の
方

々
も
、
婦
人
の
立
場
、
母
の
立
場
か
ら

活
動
し
て
い
ま
す
。

8窃宋冒~~

永年、更生保護

事業に尽力

井口康行さん
(飯喰)

保護司

十

一
月
十
八
日
、
甲
府
市
総
合
市
民

会
館
に
お
い
て
行
わ
れ
た
山
梨
県
更
生

保
護
大
会
の
席
上
、
井
口
康
行
さ
ん
が

法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

井
口
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら

現
在
ま
で
の
二
十
余
年
、
町
の
保
護
司

新
レ
く
保
護
司
に

な
ら
れ
た
お
二
人

⑥ 

栄い九

平成4.12.1

荻野

広報しようわ

石原政彦
さん

町
の
保
護
司
は
、
次
の
五
名
の
み
な

さ
ん
で
す
。
(
敬
称
略
)

井

口

康

行

(

飯

喰

)

高

野

貞

春

(

清

水

新

居

)

鷹

野

敏

夫

(

河

東

中

島

)

荻

野

栄

(

河

東

中

島

)

石

原

彦

(

西

条

二
区
)

政

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

現
在
峡
中
地
区
保
護
司
会
の
副
会
長
で

も
あ
り
ま
す
。
井
口
さ
ん
は
、
「
身
に

余
る
過
分
な
顕
彰
を
い
た
だ
い
て
感
謝

に
堪
え
ま
せ
ん
。
今
後
も
地
域
の
更
生

保
護
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。



一

町
体
育
協
会
が
主
催
す
る
秋
の
球
技
大
会
が
、
十
月
二
+
五
呂
(
日
)
押
原

一

…
中
校
庭
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

.

一

昨
年
は
、
雨
の
た
め
屋
外
種
目
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
年

一

元

首
れ
の
中
、
約
五
百
人
が
四
種
目
に
分
か
れ
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま

一

O
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
勝
|
西
条
一
区
準
優
勝
l
上
河
東

二

区

三

位

i
西
条
新
田
・
河
西

-
E
ニ
連
覇
を
狙
う
上
河
東
二
区
を
決
勝

で
や
ぶ
り
、
昨
年
の
雪
辱
を
果
た
し

た
西
条
一
区
が
優
勝
。

O
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
勝
l
西
条
二
区
準
優
勝
l
上
河
東

三
位
l
西
条
一
区
・
飯
喰

安
西
条
二
区
・
上
河
東
と
三
年
連
続
で

の
顔
合
わ
せ
と
な
っ
た
決
勝
で
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
西
条
二
区
が
優
勝
。

き

J
i叶

-1

d

¥
ド
一一一

縮

¥

¥

劫也

¥ム;ヘハ
劉

A
f
一×

KWh-即

に
ポ
¥

…じレ子男企

O
壮
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優
勝
|
西
条
二
区
準
優
勝
l
河
西

三
位
l
西
条
一
区
・
築
地
新
居

*
昨
年
は
雨
の
た
め
中
止
だ
っ
た
こ
の

種
目
で
は
、
前
回
の
大
会
に
引
き
続

き
西
条
二
区
が
優
勝
。

O
ゲ
ー
ト
ボ
!
ル

優
勝
l
築
地
新
居
準
優
勝
l
河
東
中

島

三

位

l
河
西
・
上
河
東

-Rお年
寄
り
の
み
な
さ
ん
が
中
心
と
な

っ
た
ゲ

l
ト
ボ

l
ル
で
は
、
築
地
新

居
チ
l
ム
が
優
勝
。

弘v叩一一一一一一一一一一一 一一一一一

企ゲートボール(飯喰×上河東ニ区)

O
町
民
ゴ
ル
フ

優
勝
l
河
東
中
島

三
位
|
清
水
新
居

個
人
優
勝
l
田
中
秀
一
(
築
地
新
居
)

*
河
東
中
島
は
、
春
の
大
会
を
含
め
四

団
連
続
で
の
優
勝
。
個
人
戦
は
田
中

秀

一
さ
ん
が
初
優
勝
。 準

優
勝
|
上
河
東

人生を豊か/ご

生ぎる定めC

公民館まつり・文化講演会

自蚕i)
-文化祭

m
勤
労
体
験
学
習
で

怖

さ
つ
ま
芋
ほ
り

十
一
月
一
日
か
ら
四
日
ま
で
、
第
二
展
示
が
例
年
に
な
く
多
か
っ
た
よ
う
で

十
八
回
文
化
祭
・
公
民
館
ま
つ
り
・
文
す
。
ま
た
陶
芸
・
華
道
な
ど
の
チ
ャ
レ

化
講
演
会
が
、
総
合
会
館
と
中
央
公
民
ン
ジ

コ
ー
ナ
ー
に
も
大
勢
の
人
が
挑
戦

館

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

し

て

い

ま

し

た

。

今
年
の
文
化
講
演
会
は
、
漫
才
師
の

青
空

一
夜
さ
ん
の

「人
ふ
れ
あ
い
芸
の

道
」
と
題
し
た
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の

講
演
で
し
た
。
詩
吟
・
舞
踊
・
民
謡
な

ど
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る

芸
能
発
表
で
は
、
草
笛
や
大
正
琴
の
演

奏
も
あ
り
、
お
よ
そ
百
五
十
人
が
熱
心

に
発
表
を
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

総
合
会
館
の
館
内
に
は
、

書
道
・
写

真
・
盆
栽
な
ど
の
文
化
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
を
上
回
る
作
品
展
示

が
あ
っ
た
今
回
は
、
文
化
協
会
の
会
員

の
作
品
の
ほ
か
、

一
般
の
方
々
の
作
品

企社年男子ソフトボール(西条一区×河西)

大きなお芋

西
条
小
学
校

西
条
小
学
校
の
学
校
農
園
か
ら
、
十

一
月
上
旬
に
大
き
な
さ
つ
ま
芋
が
穫
れ

宇
品

1
ν
h
~
。

こ
の
さ
つ
ま
芋
は
、
勤
労
体
験
学
習

の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
六
月

中
旬
に
苗
を
植
え
た
も
の
で
す
。
西
条

小
学
校
で
は
毎
年
、
苗
を
植
え
て
さ
つ

ま
芋
を
収
穫
し
て
き
ま
し
た
。
今
年

は
長
さ
三
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
大
き
な
さ

つ
ま
芋
が
た
く
さ
ん
穫
れ
ま
し
た
。

こ
の
さ
つ
ま
芋
は
、
十
二
日
の
午
後

行
わ
れ
た
児
童
会
主
催
の
「
や
き
い
も

集
会
」
で
、
お
い
し
い
や
き
芋
に
な
り

ま
し
た
。

平成4.12.1広報しようわ

惨
文
化
の
香
り
高
い
町
を
め
ざ
し
て

⑦ 
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4

司
細
田
大
会
実
行
委
員
長
か
ら
泉
町
長

へ
寄
付
金
が
渡
さ
れ
ま
し
た

来
年
度
、
町
内
の
保
育
園
に
入
国
を

希
望
さ
れ
る
児
童
の
入
園
説
明
会
を
行

い
ま
す
。
現
在
在
園
中
で
、
来
年
度
も

引
き
続
き
在
園
を
希
望
さ
れ
る
児
童
に

つ
い
て
も
、
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

入
園
申
請
書
な
ど
の
必
要
書
類
は
、
説

明
会
の
当
日
に
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

入
国
申
請
書
の
受
付
は
、

一
月
十
八

日
か
ら
一
月
二
十
九
日
ま
で
の
問
、
各

保
育
園
で
行
い
ま
す
。

な
お
、
都
合
に
よ
り
説
明
会
に
出
席

で
き
な
い
方
は
、
町
総
合
会
館
の
健
康

福
祉
課
に
入
国
申
請
書
が
用
意
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
取
り
に
来
て

く
だ
さ
い
。

ら29日

③ 

~~ 

曹思ありがとう対峠した

チャリティー募金を

社会福祉協議会に寄付

平成4.12.1

カ、

入国説明

申 請書 の受 付は

月18日

来年度〈

広報しようわ

地
元
の
農
業
委
員
に
調
査
依
頼
い
た
し

ま
す
。
地
元
農
業
委
員
の
意
見
を
聴
取

し
て
、
内
容
に
問
題
が
な
け
れ
ば
受
理

通
知
書
を
交
付
い
た
し
ま
す
。
こ
の
受
理

通
知
書
の
交
付
に
よ
っ
て
初
め
て
工
事

に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
い

て
農
地
転
用
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に

は
、
県
知
事
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
許
可
申
請
書
を
町
農
業
委
員

会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ

た
申
請
書
は
農
業
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、

農
業
委
員
会
の
意
見
を
附
し
て
県
知
事

に
進
達
い
た
し
ま
す
。
県
に
お
い
て
も

審
議
さ
れ
問
題
の
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
農
地
転
用
許
可
書
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
造
成
工
事
等
に
つ
い

て
は
許
可
後

に
着
手
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

O
詳
し
く
は
、
役
場
内
農
業
委
員
会
事

務
局
(
宮
お
1
2
1
1
1
)
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

O
入
国
で
き
る
基
準

町
内
に
住
ん
で
い
る
方
で
、
保
護
者

料
労
働
や
そ
の
ほ
か
家
庭
の
事
情
に
よ

開
っ
て
保
育
で
き
な
い
学
齢
前
の
児
童
。

保

O
詳
し
く
は
、
役
場
健
康
福
祉
課

、水恥

(

岱

お

1
2
1
1
1
)
ま
で
お
問
合
せ

企
く
だ
さ
い
。

西
条
一
一
区
・
西
条
二
区

清
水
新
居
・
西
条
新
白

押

越

・

河

東

中

島

紙
漉
阿
原

西
条
四
一
八
五

十
二
月
十
四
日
(
月
)

午後ア時30分

8 時 30分

十
五
日
〈
火
)

押
越
八
四

名

築
地
新
居
・
飯

河

西

暖

60 

十
六
日
(
水
)

河
西
七
四
三
l
一

十
七
日
(
木
)

上
河
東
三
八
三

上
河
東
・
上
河
東
二
区
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下水道 ⑨ 

計画区域と
使用開始区域

下
水
道
事
業
は
現
在
、
第

一
期
事
業

認
可
区
域
の
上
河
東
と
上
河
東
二
区
・

河
西
の

一
部
、
ま
た
西
条
二
区
・
押
越
・

築
地
新
居
の

一
部
で
下
水
道
建
設
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

来
年
の
四
月
に
は
、
こ
の
地
域
の
な

か
の
上
河
束
、
上
河
東
二
区
・
河
西
の

一
部
で
、
待
望
の
下
水
道
が
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
、
使
用
料
、
下
水
道

接
続
工
事
な
ど
に
つ
い
て
は
、
町
下
水

道
審
議
会
で
協
議
さ
れ
決
定
さ
れ
ま
す

の
で
、
決
ま
り
次
第
み
な
さ
ん
に
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
使
用
開
始
さ
れ
る
地
区
に
つ

い
て
は
、
来
年
の

二
月
ご
ろ
に
地
区
説

明
会
を
行
、
つ
予
定
で
す
。

誌き
533 
~~ 
諜

O 

。

全
体
計
画
の
中
で
清
水
新
居
地
区

全
域
と
西
条
二
区
鳩
域
の
盟
問
駅

南
側
及
び
国
図
工
業
団
地
に
つ
い

て
は
、
甲
府
市
公
共
下
水
道
の
処

理
区
域
と
な
り
ま
す
。

O 
。
O 

。。O 

。

。全体計画630ha
(平成22年目標)

。第 1期事業認可区域 仁コ 124ha

(平成12年目標)

。来年4月一部使用

開始区域

亡コ 50ha

一
町
立
図
書
館
か
ら

一

十
ゐ
フ
月
の
¥
¥
一

e

…
お
す
す
め
一
/
/
π
h
ゴ

…

図
書
一
¥
こ
円
ハ
ニ

-

一

ご
般
図
室
己

r
K
I
l
t

e

一
o
遭
難
者

-

…

石

原

慎

太

郎

新

潮

社

e

…

O
な
な
つ
の
こ

…

e

加

納

朋

子

東

京

創

元

社

一

…
o
魚
の
小
骨

一

阿

万

田

高

集

英

社

e

e

O
華
や
か
な
誤
算

e

一

山

村

美

紗

新

潮

社

e

…
O
野
球
引
込
線

一

…

w-P・
キ
ン
セ
ラ

…

文
妻
春
秋

一

一

【
児
童
図
書
}

一

一

o
さ
ぎ
師
た
ち
の
空

ん

…

那

須

正

幹

ポ

プ

ラ

社

一

…

o
海
時
間
の
マ
リ
ン

…

…

名

木

田

恵

子

講

談

社

一
J

一

o
み
ん
な
お
そ
ろ
い

e

ロ
-

'斗

e

山

脇

恭

借

成

社

e

成

一

o
森
に
消
え
る
道

e

ブ
ロ
ッ
ク
・
コ

l
ル

…

効

福
武
書
店

一
い

一
o
青
い
海
と
少
年

e

報

e

庁
山

一

池

田

大

作

ら

く

だ

出

版

-

e
!
4
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はっびいたいむ
今
月
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
ヨ
l
ス
ト

ホ
ル
ス
テ
ン
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
ヨ

l
ス
ト
さ
ん
は
、
昨
年
行
わ
れ
だ
町
の

生
涯
学
習
推
進
大
会
で
、
陶
芸
の
体
験

発
表
を
し
て
い
ま
す
。

毎
週
木
曜
日
に
な
る
と
、
中
央
公
民

館
の
工
作
室
は
陶
芸
の
人
た
ち
で
ひ
と

き
わ
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
す
。
そ
の
中

に
、
青
年
ヨ

l
ス
ト
ホ
ル
ス
テ
ン
さ
ん

が
い
ま
す
。

ヨ
l
ス
ト
さ
ん
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ア

イ
ン
ツ
ホ

l
フ
出
身
の
二
十
七
歳
で
、

現
在
は
紙
漉
阿
原
に
住
ん
で

い
ま
す
。

大
学
生
の
と
き
横
河
電
機
株
式
会
社
で

勉
強
し
た
関
係
も
あ

っ
て
、
今
は
こ
の

会
社
に
勤
め
て
い
ま
す
。
測
定
阿
南
事
業

部
開
発
推
進
課
で
、
主
に
機
械
の
説
明

を
英
語
で
書
い
て
い
ま
す
。

ヨ
l
ス
ト
さ
ん
は
、
仕
事
の
ほ
か
余

暇
活
動
も
進
ん
で
し
て
い
ま
す
。
陶
芸

は
そ
の
一
つ
で
す
。

彼
は
、
木
曜
日
に
な
る
と
エ
プ

ロ
ン

や
陶
芸
の
用
具
を
持
っ
て
楽
し
そ
う
に

や
っ
て
き
ま
す
。

J
」
ん
ば
ん
は
。

J
」

ん
ば
ん
は
。
よ
く
来
た
ね
。
み
ん
な
明

る
い
笑
顔
で
彼
を
迎
え
ま
す
。
ヨ

l
ス

ト
さ
ん
の
周
り
に
は
い
つ
も
誰
か
が
い

ま
す
。
「昭
和
町
は
い
い
所
で
し
ょ
う
」

「昭
和
町
の
人
は
み
ん
な
親
切
だ
よ
。

だ
か
ら
い
つ
ま
で
も
陶
芸
を
続
け
な
く

て
は
だ
め
だ
よ
:
:
:
」
こ
ん
な
会
話
の

中
で
、
皿
や
花
び
ん
、
カ
ッ
プ
な
ど
を

一
生
懸
命
造

っ
て
い
ま
す
。

十
月
十
日
に
行
わ
れ
た

『町
の
ふ
れ

あ
い
祭
り
』
で
は
、
祭
り
の
ハ
ッ

ピ
を

着
て
作
品
の
販
売
も
し
ま
し
た
。

「
昭
和
町
に
は
知

っ
て
い
る
人
が
い

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
陶
芸
の
お
か
げ
で

知
り
合
い
が
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。
陶

芸
に
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
い
る
し
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
も
い
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
で

で
き
な
か
っ
た
陶
芸
が
、
こ
こ
で
こ
ん

な
に
大
勢
の
人
た
ち
と
で
き
て
と
て
も

嬉
し
い
で
す
。
」

ヨ
ー
ス
ト
さ
ん
に
と
っ
て
、
昭
和
町

で
の
陶
芸
を
通
し
て
の
活
動
が
、
日
本
で

の
忘
れ
が
た
い
想
い
出
と
な
る
で
し
ょ
う
。

-材料 (4人分)

鶏ささ身200g 酒大さじ見 塩小さじ凶

チーズ見箱片栗粉大さじ 3 卵白 Tヶ分

春雨 1:袋揚げj自適量ゆで卵 2ケ 菊 の 葉

-作り方

⑦ 鶏ささ島は薄く切り、酒、塩で下昧をつけます。

② 春雨は 1~2 cmぐらいに切っておきます。

③ ①の水気を切り、薄く切ったチーズを芯にして巻きます。

④ ③に片栗粉、卵白の順でまぶし、周囲に春雨をくつつけ、

j由で揚げます。

⑤ 皿に菊の葉を叡いて、その上!こ盛りつけ、ゆで卵を飾り

ます。

鶏
肉
の
菊
花
揚
げ

栄養改善推進員

鷹野百代さん(河東中島)

| ちょっと一言 | 
火が通るように鶏肉をできるだけ
薄く切り、やや低めの温度で、サッ
ト揚げるときれいに出来きます。子
どものおやつや酒のつまみに、簡単

に出来、どなたにも好まれます。

仁二二コ

こ
う
ほ
う
川
柳

点投
#老
り会
もか
かん

まざ
わし
ずき
手本ら
ぎり
親似
に令

えう
るメL

終
戦
日
生
え
の
同
に
ゆ
れ
た
過
去

ロ
と
腹
分
け
て
泳
い
だ
永
田
町

ど
ん
底
で
生
き
る
笠
を
子
手
に
賭
け

浮
き
沈
み
語
ら
ぬ
え
の
厚
い
胸

有
り
余
る
物
資
を
よ
そ
に
不
況
風

ス
テ
テ
コ
て
ご
め
ん
な
さ
い
と
熱
吐
?
夜

中
i尺4足

柏
原
あ
き
子

森
田

ハ

イ

ポ

l
ズ
つ
く
る
笑
、
顔
が
ぎ
こ
ち
な
い

忙
し
さ
に

AtT中
で

過

す

幸

福

を

森

田

み

づ

ほ

生
甲
斐
は
遺
児
一
筋
に
母

の
愛

体
心
を
ひ
た
す
ら
求
め
て
写
経
す
る

写
真
帳
眺
め
て
若
号
、
懐
か
し
む

諾
雨
降
っ
て
農
作
物
も
よ
み
が
へ
る

生
き
て
居
て
良
か
っ
た
孫
の
晴
姿

父
ち
ゃ
ん
は
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
だ
っ
た
家
庭
の
和

高
野

田
植
か
ら
収
穫
す
ま
せ
た
笑
顔

割
勘
も
結
局
下
戸
の
局
か
つ
て

待
つ
人
の
辛
さ
忘
れ
た
梯
子
酒

限
ら
れ
た
命
惜
し
む
か
虫
時
雨

大
物
と
絡
み
合

っ
て
た
飛
脚
使

雷
速
く
一
雨
放
し
い
熱
帯
夜

莱
色
紙
が
さ
ご
そ
命
模
索
す
る

小
麦
色
ハ
ワ
イ
の
太
陽
連
れ
帰
れ
1

特
賞
の
写
真
は
臭
の
同
に
飾
り

ヘ
ボ
将
棋
一
度
の
待
っ
た
リ
汗
さ
れ
る

神
場
内
美
代
子

i尺
山
本
み
よ
子

磯
部

井
口

失

崎

ヒ二二ゴ

⑩ 平成4.12.1
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たくや

松田拓也くん
・H4.1.23生(上河東二区)

・ (父)敏彦・(田)成枝

人生楽しいことばかりで1まないはず。苦

しい時、悲しい時でも、自分の力で自分の

人生を切り開いていってほしい、そんな

願いを込めて名付けまし定。

脈融加:伶#湖隠滅加コ

1 、、ふ

なおと

浅川直達くん
• H3.9.2生(河東中島)

・(父)直樹・(田)ひとみ

ブーブと電車と“いい女"ガ好きなパ

パにそっくりな直ちゃん。健康で元気で

誰からも好かれるl山の優しい男の子にな

ってネ/

けい

滝津慧くん
• H4.3.26生(河西)

・(父)員己・(白)美由貴

パパ、お兄ちゃん、そして僕、瓜二つ

ならぬ、瓜三つと言われています。 “兄

弟仲良く、一家楽しく"わが家の信条で

す。

⑨
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
歳
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

あ
申
込
み
は
、
役
場
企
画
行
政
課
(
箇
苅
1
2
7
1
1
)
ま
で

μ

*前立腺の病気
山梨医科大学助教授

泌尿器科 小 本公

医lE1古lメl
排
尿
し
よ
う
と
し
て
も
、
尿
が
出
て

く
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
。
一
豆
、
始

ま
っ
た
排
尿
が
な
か
な
か
終
わ
ら
ず
、

終
わ
っ
た
と
思
っ
て
も
ま
た
チ
ョ
ロ
チ

ョ
ロ
と
出
て
く
る
。
夜
、
ト
イ
レ
が
近

く
、
ま
た
一
回
の
排
尿
に
要
す
る
時
聞

が
長
い
た
め
睡
眠
不
足
に
な
る
。

前
立

腺
肥
大
症
で
は
こ
う
し
た
症
状
が
出
て

ま
い
り
ま
す
。
思
い
当
た
る
高
齢
男
性

の
方
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

前
立
腺
は
通
常
は
く
る
み
大
の
臓
器

で
、
勝
脱
の
下
に
あ
り
、
そ
の
中
を
尿

道
が
貫
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
精
液
の

一
部
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
然
で
す

が
女
性
に
は
前
立
腺
は
存
在
い
た
し
ま

せ
ん
。
高
齢
に
な
る
と
前
立
腺
に
は
病

気
が
し
ば
し
ば
発
生
し
ま
す
。

前
立
腺
肥
大
症
は
剖
検
例
で
は
七

O

歳
代
に
な
り
ま
す
と
、
七

O
%
以
上
に

認
め
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
高
齢

男
性
で
は
非
常
に
頻
度
の
高
い
病
気
で

す
。
早
い
方
で
は
五

O
歳
代
で
症
状
が

出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
普
通
、

六 桓t

O
歳
代
以
後
に
な
っ
て
発
症
し
ま
す
。

排
尿
障
害
の
程
度
を
客
観
的
に
知
る

た
め
に
、
尿
の
出
る
ス
ピ
ー
ド
を
み
た

り
、
排
尿
後
、
細
い
管
を
勝
脱
に
入
れ

残
尿
量
を
調
べ
た
り
し
ま
す
。

残
尿
が
少
な
い
場
合
は
薬
で
治
療
い

た
し
ま
す
が
、
残
尿
が
多
い
場
合
や
尿

を
白
排
で
き
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
手

術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
過
去
に
は
腹

部
を
切
開
し
て
手
術
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
現
在
で
は
、
よ
り
侵
襲
の
少
な

い
内
視
鏡
に
よ
る
手
術
が
主
流
で
す
。

最
近
、

マ
イ
ク
ロ
ウ
エ
ー
ブ
に
よ
る
前

立
腺
温
熱
療
法
が
マ
ス

コ
ミ
に
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
排
尿
障

害
の
強
い
症
例
は
温
熱
療
法
の
対
象
と

秀

一
平
成
四
年
十
月
一
日
j
十
月
三
十
一
日

一
ま

で

の

届

出

(

叡

称

略

)

.

大

お

誕

生

大

一

(
)
内
は
保
護
者

一
①
西
条
一
区

マ
井
上
俊
(
久
仁
)

一
マ
長
谷
川
掬
平
(
誠
)
マ
山
崎
麻
未

(
茂
)

マ
佐
久
間
絵
梨
(
勇
治
)
①

一
西
条
ニ
区
マ
井
上
記
成
(
強
)
マ

一
伊
藤
真
理
(
正
文
)
マ
那
須
隆
二

一

(
正
行
)
①
清
水
新
居

マ
山
口
一
利

一
奈
(
憲
一
)
①
西
条
新
田
マ
川
口

一
実

紗

(
忠
彦
)
①
河
東
中
島
マ
山

一
下
真
歩
(
弘
」
信
)
①
紙
漉
阿
原
マ

一
丸
山
航
(
和
男
)
①
築
地
新
居

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
治
療
法
の
評

価
が
定
ま
る
の
に
は
、
も
う
少
し
時
聞

が
必
要
で
し
ょ
う
。

前
立
腺
の
病
気
で
も
う
ひ
と
つ
重
要

な
の
は
癌
で
す
。
前
立
腺
癌
は
西
欧
に

多
い
病
気
で
、
過
去
に
は
日
本
に
は
多

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
前
立
腺
癌
に
よ
る
死
亡
数
は
昭

和
四

O
年
に
日
本
全
体
で
六
八
三
人
だ

っ
た
も
の
が
、
昭
和
六

O
年
に
は
二、

六
四

O
人
、
平
成
元
年
に
は
三
、
四
二

O
人
と
急
増
し
て
い
ま
す
。
早
期
発
見

な
ら
ほ
ぼ
根
治
可
能
で
す
の
で
、
高
齢

男
性
は
年

一
度
位
は
泌
尿
器
科
医
の
診

察
を
受
け
た
ほ
う
が
良
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

企

画

財

団

法

人

里

仁

会

マ
今
福
健
斗
(
佳
夫
)
①
上
河
東

マ
内
藤
倍
(
弘
)
マ
保
坂
朱
音

(
孝
雄
)

マ
丹
津
陽
介
(
強
)
①
上

河
東
ニ
区

マ
尾
曽
和

男

(
康
男
)

ご

結

婚

・

‘' 
①
西
条
一
区マ

野
中
生
治
・
望
月
美
保

①
西
条
新
田マ

赤
池
寿
彦
・
山
野
井
ゅ
う
子

①
押
越

マ
塩
津
勇
治
・
佐
藤
真
理
子

マ
深
沢
博
・
杉
浦
美
香

①
上
河
東
ニ
区

マ
伏
見
幸
夫
・
岩
間
恵
里
香

マ
高
石
積
・
塚
原
恵
子

o 広報しようb 平成4.12.1



句) ~~l1t)
ハ

)冬
期
休
館
に
な
り
ま
す

「
リ
ゾ
ー
ト
昭
和
」

合
同
か
ら
来
年
3
月
ま
で

清
里
高
原
に
あ
る
町
営
の
保
健
休
養

施
設
「
リ
ゾ
ー
ト
昭
和
」
が
、
今
月
か

ら
来
年
の

三
月
ま
で
冬
期
休
館
に
な
り

ま
す
。
開
館
中
は
、
多
く
の
み
な
さ
ん

に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

開
館
は
来
年
の
四
月
か
ら
に
な
り
ま

す
。
雄
大
な
自
然
の
中
で
高
原
の
リ
ゾ

ー
ト
ラ
イ
フ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

・
お
問
合
せ
昭
和
町
役
場
総
務
課

(
岱
万
|
2
1
1
1
)
ま
で

由
時
悩
ぬ
国
ス
キ

1
m
w
昌

昭
和
町
高
等
学
校
生
活
指
導
連
絡
協
人
は
レ
ン
タ
ル
料
(
三
千
五
百
円
)

議
会
(
高
生
連
)
で
は
、
地
域
の
高
校
・
リ
フ
ト
代
が
自
己
負
担
に
な
り
ま

生
を
対
象
と
し
た
ス
キ

l
教
室

を

開

催

す

。

い
た
し
ま
す
。

o
定

員

四

十

名

0

日

時

平

成

五

年

二
月
十

一
日
(
木
)
(
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
)

午
前
六
時
三
十
分
・
集
合
出
発

o
募
集
期
間

(
昭
和
町
立
図
書
館
駐
車
場
)
平
成
五
年

一
月
九
日
・
十
日

午

前

グ

ル

ー
プ

ご

と

の

練

習

午

後

二

時

か

ら

四
時
ま
で

午

後

自

由

滑

走

O
お

申

込

み

は

昭
和
町
立
図
書
館

。
場
所

富
士
見
高
原
ス
キ

l
場

(

宮

九

|
7
8
6
0
)
ま
で

0
対

象

者

町

内

在

住

の

高

校

生

な

お

、

電

話

で

の

お

申

込

み

は

で

き

o
負
担
金

ス
キ
ー
セ

ッ
ト
を
借
り
る
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

口
役
場
の
一
般
窓
口
業
務

今
年
は
十
二
月
二
十
八
日
(
月
)

で
業
務
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
来
年
は
一
月
四
日
(
月
)
か
ら

開
始
い
た
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
休
み
中
で
も
、
役
場

に
は
当
直
者
が
勤
務
し
て
い
ま
す
の

で
、
緊
急
の
場
合
は
岱
お
1
2
1
1
1

ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

口
総
合
会
館
・
温
泉

十
二
月
二
十
八
日
(
月
)
か
ら
一

月
四
日
(
月
)
ま
で
総
合
会
館
は
閉

館
に
な
り
ま
す
。
温
泉
は
一
月
五
日

(
火
)
か
ら
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

ロ
中
央
公
民
館
・
温
水
プ
ー
ル

十
二
月
二
十
八
日
(
月
)
か
ら

一
月

四
日
(
月
)
ま
で
閉
館
に
な
り
ま
す
。

ロ
ス
ポ
ー
ツ
施
設

釜
無
工
業
団
地
公
園
グ
ラ
ン
ド
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
常
永
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
は
十
二
月
二
十
八
日
(
月
)

か
ら
一
月
四
日
(
月
)
ま
で
お
休
み

い
た
し
ま
す
。
体
育
館
・
グ
ラ
ン
ド

な
ど
の
学
校
開
放
施
設
の
貸
出
し
も

同
様
で
す
。

口
町
立
図
書
館

十
二
月
二
十
七
日
(
日
)
か
ら

一

月
五
日
(
火
)
ま
で
休
館
に
な
り
ま
す
。

年
末
恒
例
の
有
価
物
回
収
事
業
は
、

年
末
の
環
境
美
化
と
、
社
協
の
行
う
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
財
源
の
一
部

に
あ
て
る
た
め
の
も
の
で
す
。

各
支
部
の
社
協
理
事
が
中
心
と
な
り
、

関
係
各
位
の
労
力
奉
仕
を
い
た
だ
く
な

か
で
有
価
物
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

ロ
日

時

十

二
月
十
三
日
(
日
)

口
回
収
す
る
有
価
物

・
紙
、
布
類
・
ビ
ン
類

。
朝
八
時
三
十
分
ま
で
に
、
有
価
物
を

道
路
端
に
出
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
別
途
配
布
の
チ
ラ
シ
を

三

く

だ

さ

い

。

年
末
は
、
た
き
火
の
多
い
時
期
で
す
。

た
き
火
を
す
る
と
き
は
、
水
バ
ケ
ツ
や

水
道
ホ

l
ス
な
ど
消
化
用
具
を
用
意
し

て
お
き
、
火
を
つ
け
た
ら
そ
の
場
を
離

れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

O
町
内
に
お
い
て
、
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ

し
い
火
煙
が
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
る

場
合
は
、
前
も
っ
て
甲
府
南
消
防
署
昭

和
出
張
所
(
岱
万
1
5
4
9
9
)

に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

た
き
火
に
よ
る

火
災
を
怠
〈
そ
ラ

年
末

• 
年
始
の
役
場
窓
口

有 基
1fffi害
物 語

ご園 挙
協収 努

力 lごー
を

検
察
審
査
会
は
選
学
権
を
持
っ
て

い
る
み
な
さ
ん
方
の
な
か
か
ら
「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た
審
査
員
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
ま
す
。

被
害
に
あ
っ
た
人
が
、
位
一
王
国察
や
検
察

庁
に
訴
え
た
が
検
察
官
が
事
件
を
起
訴

し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
処

分
に
不
満
で
あ
る
被
害
者
等
か
ら
申
立

て
が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴
処

分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す

る
と
こ
ろ
で
す
。
相
談
、
申
立
て
の
費
用

は

一
切
無
料
で
す
。

O
お
問
合
せ
は
甲
府
地
方
裁
判
所
内

甲
府
検
察
審
査
会
事
務
局

(
岱
お
|
1
1
3
1
)
ま
で

と
さ
ん
じ
て
習
か

検
察
審
査
会

EZT72コ
「気をつけて

朝の一言 忘れずに

==10月分--

件数 l負傷|死者 !

???;?|33人 I0人
恒三~'f I (一13)I (::!:: 0) 
( )内は、前月 比
(西条・押原駐在所調べ)

0
応

募

資

格

日

本

国

籍

を

有

し

採

用
予
定
月
の

一
日
現
在
十
八
歳
以
上

二
十
七
歳
未
満
の
男
子
。

0
試
験
期
日
と
試
験
会
場

受
付
時
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

O
採
用
期
日

平
成
五
年
三
月
中
旬

か
ら
下
旬

。
ぉ
申
込
み
・
お
問
合
せ
は
自
衛
隊

山
梨
地
方
連
絡
部
(
告

白
1
1
5

9
1
)

ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

ハ
i

l

i

t

-
ト
ト
ト
レ
ぃ
ド
ト
し

自
衛
官
募
集
案
内

来
春
高
校
卒
業
者
を

主
対
象
に
募
集
中

国保ミ二だより
町Jが医療機関などに支払った

9月分の医療費は、約3，115万8千

円です。(前年同月比4.25%の増)

病気の予防は、早

庶河 期発見、早期治療

..持層、川‘ が大切です。むや

万台W!:rゆ みな転医はつつし

fj~~ み、医療費を大切
) ー にイ吏いましょう 。

広報しようわ 平成4.12.1 ⑫ 



保健 衛 生 だ よ り

手し 4歳 6か月児健康診 査

実施日

児 健 康 吾ロ合ジ 査

受付時間及び地区 該 当児 i場所

午後?時00分-----1時30分 平成 4年一5月 *~己E、
(常永地区)

午後 T時30分-----2時00分 出生児。 ノ口~\.. 

(西条地区)
平成 4年 8月

メヱ斗ム

午後 2時00分-----2時30分
出生児。 自官

(押原地区)

受付時間及び地区 |該当児 |場所

12月8日

(火)

実施日

午後 T時00分-----1時30分
(常永地区) 平成 3年11月

ドJ公心、

12月9日 |午後 T時伽2時00分
出生児。

メ仁入I 

(水) I 西条地区)

午後2時00分-----2時30分
平成 4年 2月

メZ三L 

(押原旭区)
出生児。 官官

「問 問両 会二区西条二区清水新←居-百条新田 l
|押原地区 |押越河 東 中 島 紙 漉阿原 l 
l常永地区|築地新居 飯喰河西上河東上河東二区 |

持ち物 母子手11長・健康保険証・ 印鑑・筆記用具・パスタオル

3 種混合予防接種

日時 12月24日(木)午後 T時---2時

場所総合会館

該当児

砂 I期一....平成 2年 3月 1日~平成 2年 8月31日まで、の出生

l日
ノし。

惨 II期…… I期 3回を完了して 1年 6か月以内の人。

砂平成元年 9月 1日~平成 2年 2月28日までの出生児で未按

種の人。

持ぢ物 母子手111長・問診票

〈注意事頂〉

O体温がはかつてない と接種できませんので、 必ず体協をは

か つておいて くださ~ ) 0 

O問診票の記入も れなどがないようにして くださ Lυ 

O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれくださし」

くつぎのような人は接種できません〉

1. 発熱している人。または著 しい栄養障害の人。

2. 心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている人。

3. はしか(MMR)、BCG接種・ ポリオ生ワクチ ン投与後 1
か月以内の人。インフルエンザ接種後 2週間以内の人。

4. 年以内にけし、れん、ひ きつけを起こ した人。

因子手帳受付及び→支健康相談日
日時 12月ア日(月). 14日(月)・25日(金)

午前9時~竹時30分
場所 総合会館

※母子手111長交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、栄

養指導などを行い、 健康についての相談にお答えしていま

すので、お気軽にお出かけください。

実施日 12月21日(月)

受付時間午後T時-----1時30分

場 所 総合会館

該 当児 平成 3年 4月 1日~平成 3年 5月31日までの出生

児。及ぴ前回未受診児。

持 ち物 母子子11辰・ l歳 6か月児健診質II::-J業

乳児整形外科模診

実施巳 12月22日(火)

受付時間午後?時-----1時30分

場 所 総合会館

該当児 平成 4年8月1日 ~平成 4年 9月30日までの出生児。

持ぢ物 母子手帳・パスタオル

子 宮 が ん ネ実 吾分
ロジ

受診期限 12月刊日(土)まで

横診場所指定医療機関

模診料無料

※直接、健康福祉課に申し込まれた方は、 早めに受診票を受

け取りに来て くださl) 0 受診期限を過ぎてしまうと受診でき

なくな りますのでご注意く ださい。

飼えなくなった犬・猫収集日

日時 12月4日(金)・18白(金)午前10時50分-----10時55分

場所総合会館前

※収集車がく るまでは、飼主も いっしょ にいて くださし、。 ま

た、 jtiの場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでし

っかり封をしてくださし、。

献血にご協力ください

年末年始は、血液が不足することが予想されま

す。みなさまのご協力をお願い します。

日 時 12月刊日 (月)

午前9時30分~午後3時30分

※11時30分'"'"'12時30分までは受

付 を休ませていただきます。

場 所 昭和町役場正面玄関前

あ
な
た
の
真
ゆ
を

待
っ
て
い
る
人
、
が
い
ま
す

献血の種類 200mO 400mO 全血献血

成分献血

⑬ 広報しようわ 平成4.12.1
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11強10 ~ 9友ヨ|

障害者の日

8事
こと納め

赤
口7

畑 針供養

19百18室17強16 ~ 15奇14露13百

26奇25露24百20語

お合会館一一一一----1図書詰仇由一一一ー|豆形九私設診(*必!図書館休色白 一三謹也会証防長在 TÊi~}:手帳交付友が 1-役場局面
温泉定休日 I 1才 6ヶ月児健康|会館総合会館 I (総合会館 一般健康相談(総合

診査(総合会館 温泉定休日 会館)

プール休館日 プール休館日

一審
崎?喝

11 

30百

図書館休館 |役場御用納め
( ---1月5日) I総合会館・中央公民

ブーjレ休館日 |館休館
( ---1月5日) I (---1月4日)

大はらい

31露
年越し

29室28強27 ~ 

ゴミの特別収集
12月16日(水)

，--，，;>1 今月は、新年を迎える準備で、ご家庭でもゴミ

の量が多くなることと思います。
そこで、第 3水曜日の16日に粗大ゴミ及び特別

ゴミ(危険物など)の特別収集を行います。

ゴミを出す場合には、必ず住所・氏名を記入し

た荷札を付けて出してください。荷札が付いてい

ないゴミは収集いたしません。

なお、第 4水曜日の23日には粗大ゴミ の収集を

いたしませんのでご注意ください。

広報しようわ

火・金曜日

T臼・4日・8日・11日・15日
18日・22日・25日

3日.78.10日・14日・17日

21日・24日

⑬ 平成4.12.I 

第3水曜日

2日・ 16日

育価物回収 iブール休館日 |押原保育園入閣説|行政相談(中央公民|上河東保育園入国 |飼えな くなった犬・|役場閉庁
(社会福祉協議会) I図書館休館日 |明会 |館午後1時-)・心配 |説明会 |猫の収集日
午前 8時30分 一 |母子手帳交付及ぴ 1 -. ごと相談(総合会館 |献血 |インフルエンザ予

|長野康相談(総合 I~委主ぷ弘行(役場正面玄関前) I防接種追加接種(総

献血(役場正面玄関 常 永 保 育 園 入 国 説 合 会 館 )
前) 昭和保育園明会
入国説明会 ゴミの特別収集

21 奇 1 22~ 123強
冬至 直]天皇誕生日
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